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☆
曽
於
市
長
期
継
続
契
約
と

す
る
契
約
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

本
条
例
は
地
方
自
治
法
及

び
地
方
自
治
法
施
行
令
の
改

正
に
よ
り
、
長
期
継
続
契
約

を
締
結
で
き
る
範
囲
が
拡
大

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
提
案
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
契

約
期
間
が
５
年
ま
で
締
結
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

法
の
拡
大
解
釈
が
な
さ
れ
な

い
よ
う
注
意
を
要
請
し
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

☆
平
成

年
度
曽
於
市
一
般

１８

会
計
予
算

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
７
所
管
分
を
通
年
初
め
て

の
予
算
編
成
と
い
う
こ
と
で

歳
入
歳
出
慎
重
に
審
議
し
ま

し
た
。

歳
入
で
は
、
市
税

億
３

２７

７
８
９
万
９
千
円
、
地
方
譲

与
税
６
億
１
０
０
万
円
、
地

方
交
付
税

億
５
千
万
円
、

７７

市
債

億
８
５
１
０
万
円
等

１７

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
議
会
費
２
億

１
１
６
９
万
２
千
円
は
、
議

会
運
営
費
に
関
す
る
経
費
で

あ
り
ま
す
。
総
務
費

億
８

２５

７
８
７
万
３
千
円
は
、
電
子

計
算
機
シ
ス
テ
ム
管
理
費
、

普
通
財
産
管
理
費
、
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
策
定
事
業
、

賦
課
徴
収
に
要
す
る
経
費
が

主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
消

防
費
６
億
６
０
７
０
万
３
千

円
は
、
大
隅
曽
於
地
区
消
防

組
合
へ
の
負
担
金
、
非
常
備

消
防
及
び
防
火
水
槽
設
置
に

要
す
る
経
費
が
主
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。

審
議
過
程
の
中
で
、
総
務

課
担
当
の
消
防
施
設
費
に
お

け
る
財
部
中
央
分
団
の
詰
所

改
修
工
事
や
企
画
課
の
住
宅

分
譲
地
、
さ
ら
に
は
、
財
政

課
の
市
有
地
売
払
予
定
地
、

大
隅
文
化
会
館
駐
車
場
用
地

購
入
予
定
地
等
の
現
地
調
査

を
実
施
し
、
市
有
地
売
払
い

時
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
公

平
な
立
場
か
ら
後
に
周
辺
住

民
の
苦
情
が
な
い
よ
う
に
売

却
を
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

大
隅
町
文
化
会
館
駐
車
場
整

備
に
つ
い
て
は
、
当
地
は
文

化
会
館
と
の
高
低
差
が
大
き

い
の
で
出
来
る
限
り
段
差
を

少
な
く
す
べ
き
で
あ
る
等
の

意
見
の
集
約
を
行
い
、
本
委

員
会
で
は
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
に
て
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

☆
鹿
児
島
県
大
隅
合
同
庁
舎

の
存
続
に
関
す
る
陳
情
書

本
陳
情
は
、

月
鹿
児
島

１１

県
行
財
政
構
造
改
革
の
一
環

と
し
て
、
発
表
さ
れ
た
組
織

機
構
改
革
方
針
案
の
対
応
と

し
て
、
大
隅
合
同
庁
舎
が
な

く
な
っ
た
場
合
や
大
幅
に
縮

小
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
た
場

合
、
各
方
面
に
及
ぼ
す
影
響

の
大
き
さ
を
危
惧
し
て
曽
於

地
区
商
工
会
連
絡
協
議
会
が

中
心
に
な
り
、
大
隅
合
同
庁

舎
を
総
合
事
務
所
と
し
て
頂

く
よ
う
本
市
議
会
か
ら
県
知

事
へ
の
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
内
容
で
あ
り
ま
す
。

審
査
の
中
で
は
、
当
然
大

隅
合
同
庁
舎
存
続
は
本
市
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
の
全
委
員
の
見
解
で
あ
り
、

ま
た
意
見
書
を
提
出
し
て
地

域
の
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、

議
会
と
し
て
も
継
続
し
て
取

り
組
む
べ
き
重
要
な
問
題
で

あ
る
と
い
う
意
見
を
付
し
て

本
委
員
会
は
本
陳
情
は
全
会

一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

（
瀬
戸
口
三
郎
委
員
長
）
は
、
平
成

年
度
曽
於
市
一
般
会
計
予

１８

算
（
所
管
分
）
な
ど

件
・
陳
情
１
件
に
つ
い
て
委
員
会
を
開

１０

き
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
議
案
３
件
を
賛
成
多
数
、
議
案

７
件
を
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
、
ま
た
陳
情
１
件
を

全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

大隅町文化会館駐車場予定地
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☆
曽
於
市
廃
棄
物
処
理
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

大
隅
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
は
計
量
器
を
設
置
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、

年
度

１８

は
９
月

日
ま
で
２
つ
の
施

３０

設
に
つ
い
て
手
数
料
を
徴
収

し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て

月
か
ら
は
財
部
・

１０

大
隅
地
区
に
お
い

て
は
、
不
燃
ご

み
・
粗
大
ご
み
は

曽
於
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
持
ち

込
み
、
破
砕
し
て

最
終
処
分
場
へ
運

び
、
処
分
場
の
延

命
化
と
環
境
問
題

に
も
取
り
組
む
も

の
で
す
。

☆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

財
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
、
各
地
区
青
少
年

館
や
地
区
公
民
館
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
、
新
地
公
園

プ
ー
ル
等
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
指
定
管
理
者
は
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ

う
に
努
力
し
、
効
率
的
な
運

営
を
目
指
す
も
の
で
す
。

☆
平
成

年
度
曽
於
市
一
般

１８

会
計
予
算

年
度
曽
於
市
当
初
予
算

１８
は
、
社
会
福
祉
費

億
５
千

２９

万
円
は
、
国
民
健
康
保
険
、

老
人
保
健
、
介
護
保
険
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
や
、
身
体

障
害
施
設
支
援
費
で
す
。
児

童
福
祉
費
約

億
８
千
万
円

１４

は
、
児
童
手
当
が
主
で
あ
り

ま
す
が
、
小
学
３
年
終
了
前

支
給
を
小
学
終
了
前
迄
の
拡

大
に
よ
る
も
の
で
す
。
保
健

衛
生
費
約
５
億
２
千
万
円
は

老
人
保
健
事
業
や
火
葬
場
の

経
費
で
す
。
清
掃
費
約
７
億

４
千
万
円
は
、
曽
於
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
費
、

曽
於
北
部
衛
生
処
理
組
合
へ

の
負
担
金
で
す
。
教
育
費
約

億
１
千
万
円
の
う
ち
小
規

１６模
校
教
育
活
動
充
実
事
業
は

複
式
学
級
に
対
す
る
教
育
補

助
金
や
学
校
給
食
共
同
調
理

場
管
理
費
が
約
１
億
１
千
万

円
で
す
。
市
内

小
学
校
の

２０

管
理
費
や
施
設
整
備
費
が
約

２
億
６
千
万
円
で
す
。
月
野

小
の
鳩
対
策
や
檍
小
の
雨
漏

り
改
修
、
末
吉
小
外
便
所
水

洗
化
等
で
す
。
中
学
校
費
は
、

曽
於
市
内
６
校
分
の
管
理
費
、

末
吉
中
学
校
普
通
教
室
棟
の

測
量
設
計
管
理
業
務
委
託
料

や
遠
距
離
通
学
生
に
支
給
さ

れ
る
助
成
金
等
で
す
。
幼
稚

園
費
約
２
２
０
０
万
円
は
、

保
護
者
負
担
格
差
是
正
の
た

め
の
も
の
で
す
。
社
会
教
育

費
約
５
億
４
千
万
円
は
、
社

会
教
育
施
設
の
維
持
管
理
、

生
涯
学
習
に
係
る
も
の
で
す
。

末
吉
町
の
体
育
祭
は
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。
保
健
体
育
費

約
１
億
９
千
万
円
は
、
施
設

の
維
持
管
理
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
係
る
も
の
で
す
。

☆
平
成

年
度
曽
於
市
各
特

１８

別
会
計
予
算

特
別
会
計
の
国
民
健
康
保

険
は
、
１
万
１
４
２
６
世
帯

で
、
２
万
１
５
４
６
人
見
込

み
で
約

億
円
の
計
上
で
す
。

５１

温
泉
保
養
補
助
に
つ
い
て
の

問
い
に
、

歳
以
上
の
一
日

毅

毅

７０

入
浴
券
は
年
間

枚
で
、
一毅

２０

回毅

入
浴
券
は
、
補
助
に
該
当

し
な
い
と
の
こ
と
。
老
人
保

健
は
、
８
５
２
６
人
見
込
み

で
約

億
円
の
予
算
で
、
特

７１

に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
介

護
保
険
は
、
１
万
４
１
８
６

人
の
見
込
み
で

億
１
４
８

３９

５
万
円
の
予
算
で
、
訪
問
給

食
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
金
の
問

い
に
、

年
度
に
３
５
０
円

２０

で
統
一
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。
生
活
排
水
処
理
事
業
は
、

財
部
地
区
に
平
成

年
着
手

１４

し
、
今
年
度
１
０
０
基
の
浄

化
槽
設
置
計
画
の
９
３
６
０

万
円
の
予
算
と
な
り
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
渡
辺
利
治
委
員
長
）
は
、
平
成

年
度
曽
於
市
一
般
会
計
予
算

１８

（
所
管
分
）
な
ど

件
に
つ
い
て
委
員
会
を
開
き
、
慎
重
に
審
査

２６

し
た
結
果
、
議
案
５
件
を
賛
成
多
数
、
議
案

件
を
全
会
一
致

２１

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

笠木小学校 図書室にて

大隅一般廃棄物最終処分場
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☆
曽
於
市
水
道
事
業
運
営
審

議
会
条
例
の
制
定

現
行
の
水
道
料
金
及
び
給

水
負
担
金
等
の
調
整
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
市
長
の
諮
問

に
応
じ
、
水
道
事
業
の
運
営

に
関
す
る
事
項
を
調
査
・
審

議
し
、
答
申
す
る
機
関
を
設

置
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

☆
曽
於
市
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

末
吉
地
域
簡
易
水
道
南
之

郷
地
区
に
簡
易
水
道
高
岡
地

区
を
編
入
し
、
市
の
管
理
と

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま

す
。

☆
指
定
管
理
者
の
指
定

市
の
施
設
を
そ
れ
ぞ
れ
の

民
間
団
体
等
に
管
理
委
託
す

る
も
の
で
、
大
隅
農
業
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
を
菅
牟
田
校

区
公
民
館
に
、
花
房
峡
憩
い

の
森
を
曽
於
市
森
林
組
合
へ

５
年
契
約
で
、
大
隅
南
地
区

農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
を

大
隅
南
校
区
公
民
館
に
、
岩

川
地
区
農
業
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
を
岩
川
校
区
公
民
館
に
、

曽
於
市
下
水
道
浄
化
セ
ン

タ
ー
を
大
隅
衛
生
企
業
有
限

会
社
に
指
定
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

☆
平
成

年
度
曽
於
市
一
般

１８

会
計
予
算

耕
種
農
家
の
簡
易
堆
肥
舎

補
助
の
考
え
方
は
と
の
問
い

に
、
環
境
保
全
型
農
業
を
進

め
る
上
で
の
堆
肥
舎
建
設
補

助
（

㎡
以
上
・
上
限

万

６０

３０

円
補
助
）
で
あ
り
ま
す
。

商
工
会
商
品
券
発
行
事
業

は
と
の
問
い
に
、
法
人
登
記

で
お
こ
な
う
計
画
で
１
人
に

つ
き
１
万
円
で
１
割
上
乗
せ

し
て
発
行
券
を

月
頃
で
１

１０

年
６
ヶ
月
間
使
え
る
も
の
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

有
機
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
学
校
や
老

人
ク
ラ
ブ
等
に
原
価
で
支
給

す
れ
ば
ど
う
か
と
の
問
い
に
、

申
請
し
て
も
ら
っ
て
学
校
に

は
無
償
で
支
給
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
に
も
申
請
書
を

出
し
て
い
た
だ
い
て
無
償
で

支
給
し
た
い
で
す
。

生
コ
ン
等
原
材
料
支
給
の

積
算
は
と
の
問
い
に
、

年
１８

度
よ
り
生
コ
ン
支
給
は
１
路

線

㎥
ず
つ
年
次
的
に
支
給

１４
し
、
集
落
で
複
数
路
線
の
場

合
は
優
先
順
位
を
つ
け
て
も

ら
い
ま
す
。

市
道
の
改
良
に
つ
い
て
は
、

交
通
量
等
を
勘
案
し
て
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
延
長
を
の

ば
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な

い
か
と
の
問
い
に
、
幅
員
に

つ
い
て
は
交
通
量
等
十
分
考

え
な
が
ら
延
長
を
の
ば
し
て

い
く
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

道
の
美
化
里
親
等
市
全
体

で
取
り
組
ん
で
道
路
維
持
に

努
め
ら
れ
た
い
と
意
見
が
だ

さ
れ
ま
し
た
。

☆
平
成

年
度
曽
於
市
公
共

１８

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
処

理
増
設
工
事
の
内
容
は
と
の

問
い
に
、
二
期
工
事
に
向
け

て
機
械
設
備
と
電
気
設
備
の

８
―
２
系
列
分
が
稼
動
出
来

る
体
系
を
つ
く
る
工
事
で
あ

る
。森

田
地
区
・
川
内
団
地
以

外
に
も
必
要
な
所
は
計
画
変

更
し
て
二
期
工
事
に
取
り
込

む
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

☆
平
成

年
度
曽
於
市
水
道

１８

事
業
会
計
予
算

八
合
原
の
水
源
掘
削
は
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
進
め

て
も
ら
い
た
い
が
、
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
の
問

に
、
色
々
デ
ー
タ
ー
を
集
め

て
検
討
は
し
て
い
ま
す
。
場

所
が
決
ま
れ
ば
４
月
中
に
入

札
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が

当
初
計
画
よ
り
遅
れ
て
い
ま

す
。八

合
原
水
源
は
緊
急
を
要

す
る
の
で
、
十
分
事
前
調
査

を
お
こ
な
い
慎
重
を
期
す
る

よ
う
に
、
ま
た
高
岡
地
区
の

配
水
管
が
民
有
地
を
通
っ
て

い
る
の
で
、
第
２
期
工
事
の

早
期
着
工
を
要
請
す
る
と
の

意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
吉
村
幸
治
委
員
長
）
は
、
平
成

年
度
曽
於
市
一
般
会
計
予
算

１８

（
所
管
分
）
な
ど

件
に
つ
い
て
委
員
会
を
開
き
、
慎
重
に
審
査

１６

し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

財部のいきいき親水公園


